
いちごドリルプリント

細胞・光合成・体のしく
み 名前

問1 植物の葉の一部をアルミニウムはくで覆い、光合成に光が必要であることを確かめる実験において、事前に植物を暗室に置く操作を忘れてしま
った場合、どのような結果になると予想されますか。 （2021年 東京都公立入試 類似）

1. 二酸化炭素が葉の中に充満し、ヨ
ウ素液の色が青紫色ではなく赤褐色
に変化する。

2. 植物がしおれてしまい、光を当て
ても光合成そのものが完全に行われ
なくなる。

3. 光を当てた部分であってもデンプ
ンが全く作られなくなり、ヨウ素液
が反応しなくなる。

4. 光を当てていない部分からもデン
プンの反応が出てしまい、光の効果
を正しく判断できなくなる。

問2 植物の根から吸い上げられた水が、水蒸気となって主に葉から空気中に放出される現象を何というか、名称を答えなさい。 （2015年 富山県公立入試

類似）

1. 呼吸 2. 毛細管現象 3. 蒸散 4. 光合成

問3 だ液の働きを調べる実験において、試験管Ａ（デンプン溶液＋だ液）と試験管Ｂ（デンプン溶液＋水）を、どちらも同じ温度の湯につけて反応
を待つ理由として、最もふさわしい説明はどれですか。 （2020年 鹿児島県公立入試 類似）

1. だ液が最もよく働く温度が40℃で
あることを証明するため

2. 温度という条件を同じにすること
で、結果の違いがだ液によるものだ
と明確にするため

3. デンプンが水に溶ける速さを、試
験管Ａと試験管Ｂで一致させるため

4. 試験管に入れる液体の体積を一定
に保つことで、色の変化を観察しや
すくするため

問4 陸上競技のスタートにおいて、選手はスターターピストルの「音」という刺激を受けて走り出します。このように、音の刺激を耳で受け取った
ときに生じる感覚の名称として最も適切なものを選択してください。 （2024年 熊本県公立入試 類似）

1. 聴覚 2. 視覚 3. 触覚 4. 嗅覚

問5 植物に光が当たっているとき、植物は「呼吸」と「光合成」をどちらも行っています。それにもかかわらず、実験において試験管内の二酸化炭
素が減少したという結果が得られるのはなぜですか。その原理を説明したものを選びなさい。 （2019年 北海道公立入試 類似）

1. 呼吸で放出された二酸化炭素が、
光のエネルギーによって直接酸素へ
と分解されるから

2. 光が当たっている間は、植物は呼
吸を一時的に停止し、光合成のみを
行うようになるから

3. 光合成による二酸化炭素の吸収量
が、呼吸による二酸化炭素の放出量
を上回っているから

4. 光合成によって放出される酸素の
量が、呼吸によって放出される二酸
化炭素の量よりも圧倒的に多いから

問6 ヒトが息を吸い込む「吸気」の際、肺に空気が入る原理について述べた説明として、最も適切なものはどれですか。 （2023年 香川県公立入試 類似）

1. 肺そのものが筋肉によって自ら大
きく膨らむため、外の空気を引き寄
せる。

2. 肺の周囲にある筋肉が肺を圧迫す
ることで、肺の内部の気圧が下がり
、空気を吸い込む。

3. 横隔膜が下がることで胸腔内の容
積が大きくなり、気圧が下がるため
、外気が肺に流れ込む。

4. 横隔膜が上がることで胸腔内の容
積が小さくなり、気圧が下がるため
、外気が肺に押し込まれる。

問7 植物の葉の表皮にある気孔の構造と働きについて述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2015年 埼玉県公立入試 類似）

1. 三日月形の細胞が光合成を行うこ
とで、酸素だけを隙間から取り込み
、二酸化炭素を排出する。

2. 孔辺細胞に囲まれた隙間を通して
、光合成や呼吸に必要な気体の出入
りや、水蒸気の放出を行う。

3. 表皮細胞が重なり合ってできた隙
間であり、葉の温度を上げるために
太陽の熱を吸収する役割を持つ。

4. 細胞膜が変形してできた隙間を通
して、根から吸収した養分を体外へ
排出する役割を持つ。

問8 食物をそのまま血中に取り込むのではなく、消化器官を通して細かな物質に分解してから体内に取り入れる理由として、最も適切なものはどれ
ですか。 （2026年 宮崎県公立入試 類似）

1. 消化によって栄養分の量を何倍に
も増やしてたくわえるため

2. 大きすぎる分子は細胞膜を通って
体内に取り込むことができないから

3. 食物に含まれる水分をすべて気体
に変えて排出するため

4. 消化を行わないと食物から酸素を
取り出すことができないから

問9 ヒトの腕のつくりを観察すると、上腕にある筋肉の両端は白くて丈夫なひも状の組織に変化し、肘の関節を越えて前腕の骨につながっています
。この筋肉の端にある組織の名称と、筋肉が収縮したときの動きについて正しい組み合わせを選びなさい。 （2025年 広島県公立入試 類似）

1. 組織の名称は「けん」であり、筋
肉が収縮すると関節が動く。

2. 組織の名称は「じん帯」であり、
筋肉が収縮すると関節が動く。

3. 組織の名称は「じん帯」であり、
筋肉が収縮しても関節は動かない。

4. 組織の名称は「けん」であり、筋
肉が収縮しても関節は動かない。

問10 だ液に含まれるアミラーゼ、胃液に含まれるペプシン、すい液に含まれるリパーゼのように、食物に含まれる栄養素を分解し、体内に吸収され
やすい物質に変えるはたらきを持つ物質を何といいますか。 （2015年 千葉県公立入試 類似）

1. 栄養素 2. 消化酵素 3. ホルモン 4. 消化液

問11 ヒトが腕を曲げるとき、上腕（肩から肘まで）にある筋肉と、そこにつながる骨はどのように働いていますか。その仕組みとして正しいものを
選びなさい。 （2021年 埼玉県公立入試 類似）

1. 腕の内側の筋肉がゆるみ、外側の
筋肉が縮むことで、関節を介して前
腕の骨が引き上げられる。

2. 内側と外側の筋肉が同時に縮むこ
とで骨が圧迫され、その反動で腕が
曲がる。

3. 腕の内側の筋肉が縮み、外側の筋
肉がゆるむことで、関節を介して前
腕の骨が引き上げられる。

4. 上腕にある骨そのものが中央から
折れ曲がることで、腕全体を曲げる
。

問12 ヒトの消化管において、消化によって分解されたブドウ糖やアミノ酸などの栄養分は、主に小腸の壁にあるどのような構造の中に吸収されます
か。 （2016年 東京都公立入試 類似）

1. 小腸の壁にある動脈 2. 小腸の壁にあるリンパ管 3. 小腸の壁にある輸尿管 4. 小腸の壁にある毛細血管

問13 イヌワラビなどのシダ植物を用いて、植物の体内における水の移動を調べる実験を行います。この実験において、茎や葉の柄をただの水ではな
く「着色した色水」に浸けてから観察を行う理由として、最も適切な説明はどれですか。 （2021年 秋田県公立入試 類似）

1. 水が通る場所を染色し、周囲の組
織と区別して観察しやすくするため

2. 道管と師管を化学反応によって赤
色と青色に染め分けるため

3. デンプンと反応させて、光合成が
行われた場所を特定するため

4. 植物の細胞内にある核を染め出し
、細胞の数を数えやすくするため

問14 心臓から全身の組織へ送られた血液は、再び心臓へと戻ってきます。この心臓へ戻る血液が流れる血管には、多くの場所に「弁」という構造が
存在しますが、この構造が必要とされる理由として最も適切なものはどれですか。 （2022年 広島県公立入試 類似）

1. 心臓へ戻る血液は圧力が低く、逆
流しやすいため。

2. 血液の流れる速さを加速させ、心
臓へ素早く戻すため。

3. 二酸化炭素を多く含んだ血液が、
酸素と混ざるのを防ぐため。

4. 血管の壁を厚くすることで、高い
血圧に耐えられるようにするため。



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 4

光を当てていない部分からもデンプンの反応
が出てしまい、光の効果を正しく判断できな
くなる。

暗室処理を行わずに実験を始めると、実験開始の時点で葉全体に過去に作られたデンプンが残
っています。この状態で実験を行うと、アルミニウムはくで光を遮った部分（光合成が行われ
なかった部分）からもヨウ素液によるデンプン反応が出てしまうため、「光が当たった場所で
のみデンプンが生成された」という対照実験の成立条件が崩れてしまいます。

問2 答え 3
蒸散

植物は根から吸収した水を体中に行き渡らせた後、その多くを葉から外へ出しています。この
とき、水は液体の状態ではなく水蒸気という気体の状態で放出されます。この現象を蒸散と呼
び、植物の水の循環において重要な役割を果たしています。

問3 答え 2
温度という条件を同じにすることで、結果の
違いがだ液によるものだと明確にするため

対照実験の原理では、調べたい条件（だ液の有無）以外の変数をすべて固定する必要がありま
す。もし試験管ＡとＢで温度を変えてしまうと、実験結果に差が出たときに、それが「だ液に
よるもの」なのか「温度の差によるもの」なのかが区別できなくなります。だ液の影響のみを
正しく評価するために、温度条件を同一に揃える必要があります。

問4 答え 1
聴覚

音による刺激を感覚器官である耳（鼓膜など）で受け取ったときに生じる感覚を聴覚といいま
す。光の刺激を受け取る視覚や、皮膚で触れられた刺激を受け取る触覚とは区別されます。

問5 答え 3
光合成による二酸化炭素の吸収量が、呼吸に
よる二酸化炭素の放出量を上回っているから

植物は生きている限り常に呼吸を行って二酸化炭素を放出していますが、光が当たる環境では
同時に光合成も行います。十分な光がある場合、光合成によって吸収される二酸化炭素の量は
、呼吸によって放出される量よりも多いため、全体として見ると二酸化炭素が吸収され、減少
しているように観察されます。

問6 答え 3
横隔膜が下がることで胸腔内の容積が大きく
なり、気圧が下がるため、外気が肺に流れ込
む。

肺には筋肉がないため、自ら膨らんだり縮んだりすることはできません。吸気時には、横隔膜
が下がり、ろっ骨が上がることで、肺が収められている胸腔の容積が拡大します。容積が大き
くなると内部の気圧が下がるため、気圧の高い外部から気圧の低い肺の中へと空気が自然に流
れ込み、肺が膨らみます。

問7 答え 2
孔辺細胞に囲まれた隙間を通して、光合成や
呼吸に必要な気体の出入りや、水蒸気の放出
を行う。

気孔は2つの孔辺細胞によって作られる隙間であり、外部との気体交換（二酸化炭素、酸素、
水蒸気）を担っています。光合成のために二酸化炭素を取り込んだり、蒸散によって根からの
吸水を助けたりする役割があるため、植物の生理活動において極めて重要な構造です。

問8 答え 2
大きすぎる分子は細胞膜を通って体内に取り
込むことができないから

食物に含まれるデンプンやタンパク質などは分子が大きいため、そのままでは小腸の壁などを
通過して体内に取り入れることができません。そのため、消化酵素を用いて体内に取り入れや
すい小さな大きさの物質に分解する必要があります。

問9 答え 1
組織の名称は「けん」であり、筋肉が収縮す
ると関節が動く。

筋肉の両端にある、骨と筋肉を結合させる強いひも状の組織は「けん」と呼ばれます。筋肉は
このけんを介して、関節をまたいだ先の骨に付着しています。筋肉が収縮して長さが短くなる
と、けんに引っ張られる形で関節の先の骨が動き、腕を曲げたり伸ばしたりする動作が行われ
ます。なお、じん帯は骨と骨をつなぎ、関節を固定するための組織であるため、筋肉の端の組
織とは区別されます。

問1
0

答え 2
消化酵素

食物はそのままの状態では分子が大きく、小腸の壁などを通って体内に取り込むことができま
せん。そのため、特定の物質が触媒として機能し、化学反応によって食物を小さな分子にまで
分解する必要があります。このようなはたらきを持つ物質を総称して消化酵素と呼びます。

問1
1

答え 3
腕の内側の筋肉が縮み、外側の筋肉がゆるむ
ことで、関節を介して前腕の骨が引き上げら
れる。

ヒトの体は、筋肉が縮む力が骨に伝わることで動いています。腕を曲げる際には、いわゆる「
力こぶ」を作る側（内側）の筋肉が収縮し、反対側の筋肉が弛緩します。筋肉は関節をまたい
で前腕の骨につながっているため、この収縮によって骨が引っ張られ、肘関節を中心に腕が曲
がる仕組みになっています。骨自体は硬く、形を変えることはありません。

問1
2

答え 4
小腸の壁にある毛細血管

小腸の内壁には柔毛と呼ばれる小さな突起が無数にあり、その内部には毛細血管とリンパ管が
通っています。ブドウ糖やアミノ酸は、このうちの毛細血管へと吸収され、静脈を経て肝臓へ
と運ばれます。なお、脂肪が分解されてできた脂肪酸とモノグリセリドは、再び脂肪となって
リンパ管へ吸収されます。

問1
3

答え 1
水が通る場所を染色し、周囲の組織と区別し
て観察しやすくするため

植物の組織は多くの場合、無色透明に近いため、そのままでは水の通り道を詳しく観察するこ
とが困難です。赤いインクなどの色水（染色液）を吸わせることで、水が通過した道管を含む
維管束のみが染まるため、顕微鏡で観察した際にその分布や構造が明確になります。

問1
4

答え 1
心臓へ戻る血液は圧力が低く、逆流しやすい
ため。

心臓から送り出される動脈は心臓のポンプによる強い圧力がかかっていますが、全身を巡って
心臓へ戻る静脈ではその圧力が非常に弱くなっています。特に足先から心臓へ戻る血液などは
重力の影響も受けて逆流しやすいため、血管内に弁を設けることで血液が常に心臓へ向かう一
方向にのみ流れるよう維持しています。


